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ここ あま もろもろ みこと も い ざ な きのみこと い ざ な みのみこと ふたはしら
１、是に天つ神 諸の命以ちて、伊邪那岐命、伊邪那美命、二 柱
こ た だ よ へ る をさ つく かた な の
の神に、「是の多陀用弊流国を修め理り固め成せ」と詔りて、
あめ ぬ ぼこ たま こと よ
天の沼矛を賜ひて、言依さし賜ひき。







ここ なれども たれ かれ お き な まを
３、爾に「汝等は誰ぞ。」と問ひ賜ひき。故、其の老夫答へ言しし
あれ おほやま つ みの あ あし な づち
く、「僕は国つ神、大山上津見神の子ぞ。僕が名は足上名椎と謂
め て な づち むすめ くし な だ ひ め
ひ、妻の名は手上名椎と謂ひ、女の名は櫛名田比売と謂ふ。」
とまをしき。
ここ たか み む す ひの みこと も おもひかねの
４、爾に高御産巣日神、天照大御神の命以ちて、（略）思 金神に
思はしめて、詔りたまひしく、「此の葦原の中つ国は、我が御子
こと よ かれ ち はや ぶ
の知らす国と言依さし賜へりし国なり。故、此の国に道速振る
あら ぶ ども さは な お も いづ つか
荒振る国つ神等の多在りと以為ほす。是れ何れの神を使はして


























こ こ ふ くし ぶ くし をか な つ
１、籠もよ み籠持ち 掘串もよ み掘串持ち この岳に 菜摘ま
こ の や ま と
す児 家聞かな 告らさね そらみつ 大和の国は おしなべ
を ま






かま ふ の み か り
３、天皇、蒲生野に遊猟したまふ時、額田王の作る歌
























































































           
承レ問、公案如何提撕、公案乃是諸仏諸祖運用法身、如三風行二水上一、
如三電激二長空一、一挨一拶、自然成レ文、（下略）
（『古事類苑』宗教部一による。漢字は新字体に改めた）
公案（参禅者に示す課題）は一挨一拶すれば自然に文を成す、という
ことか。そうだとして、「挨拶」ということばの用いられ方はわかるが、
「挨拶」がどのような行為、行儀なのかがわからない。かつてチベット
仏教を取り上げたテレビ番組を視ていたときに、若い修行僧が年長の僧
に手足を振りかざしながら挑むように質問していた場面があったが、あ
のようなあり方が「挨拶」なのだろうか。さらにその「挨拶」がどのよ
うにして「ことばのやりとり」に変容して「あいさつ」となったかも、
不分明のままだ。
ともあれ、冒頭に引用したように、「あいさつ」は実に多岐にわたる
意味変化をしてきている。その中で特異なのは、
発句または連句において、主人または客が、相手に対する儀礼、親
愛の気持をこめて句を詠むこと。
である。たとえば、芭蕉『冬の日』の冒頭、
狂句こがらしの身は竹斎に似たる哉 芭蕉
たそやとばしるかさの山茶花 野水
について、中村俊定は野水の句の後に、
―１１―
山茶花のちりかかる風流な笠を着て居らるるは、どなたでしょうか
の意。芭蕉の挨拶の発句に対する答礼の脇で、客の風雅をほめる意
をもって仕立てた句。（下略）
と言い、頭注に、
いう
其時は野水亭へ始て入来也。亭主の挨拶崇敬仕て云句也。笠の山茶
たき
花は宗祇髭に香焼、牡丹（肖柏）牛角に箔置く躰の風流也
（日本古典文学大系本による。漢字は新字体に改めた）
という越人注を載せている。芭蕉の発句は挨拶の句と、連句の世界では
ふつうに言っていたのである。つまり、ここでいう「挨拶」は、日常生
活でいう「あいさつ」とは異なって、文芸様式の上での一つの用語とな
っているわけである。「あいさつ」が文芸化したといってもよいだろう。
かつて山本健吉は、俳句の本質を滑稽と挨拶という二つの概念で繰り
返し論じたことがある。たとえば、
私が俳句形式のなかに、唱和的・対詠的性格を認めたのは、以上
のような本質的考察に基づくものであった。それを私は、挨拶とい
う言葉で言い現わそうとしたのである。
……私は滑稽によって俳句の本質を狭くしぼり、挨拶によって俳句
に社会的な広い場所を導入する。私が、最近俳句について書くもの
は、すべてこの一点をめぐっての主張である。……
（『俳句』昭和２８年７月号）
（『山本健吉俳句読本』第１巻「俳句とは何か」
角川書店 平成５年刊による）
―１２―
のごとくである。山本は俳句形式に唱和・対詠的性格を認め、それを「挨
拶」と言っている。「挨拶」の原義を踏まえ、日本の古来の「あいさつ」
のあり方を見据えての論といってよいだろう。
おわりに
ここに大急ぎで「あいさつ」ということばの発生状況をみてきた。「挨
拶」は禅家が用い始めたことばであり、それは問答をともなうものであ
った。そして「挨拶」ということばが用いられる以前の「あいさつ」を
総括することばは、「言問い」といった可能性があるとしてみた。これ
も問答形式を基本とするものであった。この形式は以後の「あいさつ」
にも受け継がれてきている。和歌に始まったこの形式は俳諧にいたって、
文芸における一つの表現様式として定着した。つまり「あいさつ」は問
答を基本とするものである、ということをここに確認しえたと思う。
しかしその「あいさつ」が単なる「ことばのやりとり」へと変わって
いく様相をみることが残ってしまった。別に取り組んでみたい。
―１３―
